
 

平成 20 年度事業概況 

平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日まで 

 

1. 定時会員総会に関する事項 

平成 20 年 5 月 29 日、アクチュアリー会大会議室にて会員総会を開催し、 

第 1 号 平成 19 年度事業概況に関する件 
第 2 号 平成 20 年度事業計画（案）承認の件 
第 3 号 平成 19 年度決算承認の件 
第 4 号 平成 20 年度予算（案）承認の件 
第 5 号 会費分担に関する件 

を諮り、原案どおり承認された。 

 

2. 会員の異動状況 

本年度の会員の異動は、賛助会員については入会 11 法人、退会 4 法人、個人会員につい

ては入会 391 名、退会 95 名（うち死亡 6 名）があり、平成 21 年 3 月末の会員数は、下表

のとおりとなった。 

入会賛助会員 退会賛助会員 

アリアンツ生命保険株式会社 ｱｰﾝｽﾄｱﾝﾄﾞﾔﾝｸﾞ･ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｽ株式会社 
ＳＢＩアクサ生命保険株式会社 株式会社アイネス 
ライフネット生命保険株式会社 EDS ジャパン 
株式会社インズ・ビジョン 特定非営利活動法人 少額短期保険協会 
キャピタスコンサルティング株式会社 以上 4 法人 
株式会社メモリード・ライフ 
全国生活協同組合連合会 
新日本有限責任監査法人 
株式会社 大和ソフトウェアリサーチ 
アイリオ生命保険株式会社 
みどり生命保険株式会社 

以上 11 法人 
 

名 誉 会 員

正 会 員

準 会 員

研 究 会 員

6
1,234

936
1,885

名 

小  計 4,061  

賛 助 会 員 119  

合  計 4,180  

 

 



 

3. 事業概況 

〔試験関係〕 

(1) 平成 20 年度資格試験の実施 

平成 20 年 12 月 24 日、25 日、26 日の 3 日間、東京（早稲田大学早稲田キャンパス）お

よび大阪（天満研修センター）において実施し、平成 21 年 2 月 13 日に合格者を発表した。

第一次試験の受験科目総数は 3,875、うち合格科目数は 984、第二次試験の受験科目総数は

655、うち合格科目数は 86、全科目合格者は 31 名であった。 

 

(2) 教科書の改訂 

「生保１」第 7 章「医療保険」および「生保 2」第 7 章「内部管理会計」を改訂した。 

 

(3) 「第２次試験に向けた勉強を進める上での留意事項」の公表および「第２次試験受験者向

け説明会」の実施 

平成 20 年 7 月 30 日に「第２次試験に向けた勉強を進める上での留意事項」をホームペ

ージで公表し、下記の日程で第２次試験受験者を対象に説明会を実施した。 

生保  平成 20 年 10 月 20 日、27 日 高橋 佳宏 君（住友生命） 

損保  平成 20 年 10 月 20 日 白木 英生 君（ﾁｭｰﾘｯﾋ） 

年金  平成 20 年 10 月 27 日 小西  陽 君（住友信託） 

 

〔教育・研修・研究発表関係〕 

(1) 平成 20 年度アクチュアリー講座の実施 

会員の教育制度として、東京においてアクチュアリー講座を実施した。平成 20 年 5 月 1

日から 11 月 25 日の期間、基礎講座 11 科目および特論講座 7 科目を実施し、受講者数は基

礎講座 174 名、特論講座 62 名であった。 

 

(2) 平成 20 年度アクチュアリー追加演習講座の実施 

会員の教育制度として、東京において入社 2～3 年目以降の受験者向けのアクチュアリー

追加演習講座を実施した。平成 20 年 9 月 2 日から 11 月 28 日の期間、生保数理演習、損保

数理演習、年金数理演習およびモデリング演習の 4 科目を実施し、受講者数は生保数理演習

80 名、損保数理演習 81 名、年金数理演習 65 名、モデリング演習 45 名であった。 

 

(3) 平成 20 年度年次大会・IT 研究大会の開催 

年次大会は、平成 20 年 11 月 10 日、11 日の 2 日間、経団連会館、大手町サンケイプラザ

において、IT 研究大会は、平成 20 年 11 月 27 日、28 日の 2 日間、大手町三井生命ビルに

おいて開催した。 

年次大会初日における特別講演は、午前の部において「小さすぎる政府の社会保障と政府

の利用価値」のテーマで慶應義塾大学商学部教授 権丈 善一 氏により、午後の部において

「現代人口学の射程－少子高齢化からエイズまで－」のテーマで東京大学大学院数理科学研

究科准教授 稲葉 寿 氏により行われた。 

 



 

また、IT 研究大会の特別講演は「我が国の情報関連政策について～高度 IT 人材の育成と

情報大航海プロジェクト～」のテーマで経済産業省商務情報政策局情報処理振興課長 八尋 

俊英氏によって行われた。 

継続教育の一環として、年次大会の発表等の模様を後日会員向けにホームページを通じて

配信した。 

 

(4) 例会の開催 

第 1 回例会 平成 20 年 9 月 22 日（於：こまばエミナース） 

「国際会計基準およびカナダ GAAP を巡る動向」 Simon Curtis 氏（ﾏﾆｭﾗｲﾌ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ） 

Allan Brender 氏（OSFI） 

第 2 回例会 平成 20 年 9 月 26 日（於：こまばエミナース） 

「SST およびソルベンシーⅡとスイス･リーにおける ERM アプローチについて」 

Peter Sohre 氏（ｽｲｽ･ﾘｰ） 

第 3 回例会 平成 20 年 10 月 16 日（於：ホテルフロラシオン） 

「ソルベンシーⅡの最新情報」 Winfried Heinen 氏（Gen Re） 

第 4 回例会 平成 20 年 11 月 17 日（於：こまばエミナース） 

「スイスソルベンシーテストについて」 Philipp Keller 氏（Ernst & Young） 

第 5 回例会 平成 21 年 2 月 5 日、12 日、19 日、26 日（於：東大駒場キャンパス数理科学研究棟） 

「リスク尺度に関する入門的講義（全４回）」 Freddy Delbaen 氏（ETH Zürich） 

第 6 回例会 平成 21 年 2 月 9 日（於：こまばエミナース） 

「G20 金融サミット首脳宣言が示唆するもの・IAIS の主要課題」 

 山崎 達雄 氏（金融庁 国際担当参事官） 

第 7 回例会 平成 21 年 3 月 18 日（於：アクチュアリー会大会議室） 

研究集会「医療とアクチュアリー」 

「感染症の数理」 稲葉 寿 氏（東京大学大学院数理科学研究科） 

「アクチュアリーの医療保険研究」 滝沢 健 君（あいおい生命） 

「医療保険の統計」 村山 令二 君（厚生労働省保険局） 

 

(5) セミナーの開催 

正会員および準会員を対象に下記の 6 テーマについて相互研鑚を目的に 11 月よりムーン

ライトセミナーを実施した。 

① 国際会計基準・IAS19 改訂について 三輪 登信 君（あずさ監査法人） 

② 仮想生保を用いた ALM 実験 吉本 力基 君（ｿﾆｰ生命） 

関口 健太郎 君（ｷｬﾋﾟﾀｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ） 

③ MCEV Principles を読む セミナー部会委員 

④ ソルベンシー･マージン比率の短期的･中期的見直しを巡る損保の課題 

  セミナー部会委員 

⑤ 保険負債のリスクマージンについて 関口 健太郎 君（ｷｬﾋﾟﾀｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ） 

⑥ EU ソルベンシーⅡと US におけるプリンシプル・ベース手法 

 河野 年洋 君（ｿﾆｰﾗｲﾌ･ｴｲｺﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ） 

 



 

(6) 実務研修会の実施 

正会員を対象とした継続的な教育を提供する場として、専門的実務スキル向上に資する研

修を行うことを目的に実務研修会を実施した。 

第１回実務研修会 平成 20 年 12 月 4 日（於：こまばエミナース） 

「生命保険会社における『保険法』への対応」 遠山 優治 氏（日本生命） 

第 2 回実務研修会 平成 21 年 2 月 16 日（於：こまばエミナース） 

「経済価値ベースのリスク管理と ALM」 松山 直樹 君（明治安田生命） 

第 3 回実務研修会 平成 21 年 2 月 24 日（於：こまばエミナース） 

「地震リスクの考え方」 矢代 晴実 氏（東京海上日動ﾘｽｸｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ） 

 

(7) プロフェッショナリズム研修の実施 

平成 21 年 2 月 20 日、晴海グランドホテルにおいて、正会員（今年度の資格試験で全科

目に合格した準会員を含む）および準会員（今年度の資格試験で基礎科目すべてに合格した

研究会員を含む）を対象に下記の研修内容で実施した。今年度の受講修了者は正会員 18 名、

準会員 103 名であった。 

IAA シラバスとプロフェッショナリズム 大山 義広 君（中央三井ｱｾｯﾄ信託） 

アクチュアリーと行動規範について 長澤 亮之 君（住友信託） 

生保のプロフェッショナリズム 中村 亮一 君（日本生命） 

損保のプロフェッショナリズム 若林 健一 君（日本興亜損害） 

年金のプロフェッショナリズム 杉田 健 君（中央三井ｱｾｯﾄ信託）、 

 藤井 康行 君（住友信託） 

 

(8) 研究会活動 

現在以下の 11 の研究会で活発な研究を行っている。各研究会の活動状況等について、当

会ホームページに掲載するとともに、研究成果としてまとまったものについては、会報別冊

等を通じて公表した。 

外国文献研究会 生保計理に関する基本問題研究会 

ASTIN 関連研究会 巨大リスク研究会 

年金基礎研究会 年金理論研究会 

医療保険研究会 社会保障問題研究会 

ALM 研究会 AFIR 関連研究会 

デリバティブ研究会  

 

 



 

〔委員会・部会活動〕 

(1) 実務基準の整備・充実 

イ．生保委員会の傘下に「保険計理人の関与事項等に関するワーキンググループ」を設置し、

保険計理人の関与事項及び役割等に関する調査・研究を行った。 

ロ．平成 20 年 12 月、「退職給付会計に係る実務基準」について、日本年金数理人会と共同

で所要の改定を行った。 

ハ．「全国共済水産業協同組合連合会の共済計理人の実務基準」について、共済計理人の実

務基準検討委員会で検討の上、平成 21 年 2 月 27 日に制定した。 

 

(2) 標準死亡率諮問委員会の開催 

平成 20 年 11 月 13 日に開催された第 14 回標準死亡率諮問委員会において、「生保標準生

命表 2007（死亡保険用）」、「生保標準生命表 2007（年金開始後用）」、および「第三分野標

準生命表 2007」について、平成 21 年度は継続適用することが了承された。 

 

(3) 国際会計基準・保険監督の国際基準への対応 

イ．国際会計基準および保険監督の国際基準についてはそれぞれ IASB（国際会計基準審議

会）ならびに IAIS（保険監督者国際機構）において精力的な検討がなされ、それぞれの

機関会員である IAA（国際アクチュアリー会）では、アクチュアリー専門職団体として

保険契約の国際会計基準（IFRS4）に対応する国際アクチュアリー実務基準の作成や IAIS

の委託研究を行う等の活動を行っている。IAA 正会員メンバーである当会においても、

生保委員会、損保委員会の関連の部会にて検討を進めるとともに、IAA の委員会活動に

積極的に参画している。また、企画委員会の傘下に国際基準対策 PT を設置し、関係部会

を含めた進捗管理や、生保・損保間の調整および対外的な窓口の一本化を図っている。 

ロ．平成 20 年 6 月 24 日、国際基準導入の検討に積極的に関与するにあたり、現時点にお

ける論点を整理した「国際的な監督基準・会計基準の議論における 保険会社のリスク評

価に関する論点 －中間報告書－ 保険債務（保険債務と所要資本）の評価について」を

公表した。 

 

(4) 情報提供機能の充実 

イ．各委員会・部会の活動状況等について当会のホームページに情報を掲載した。 

ロ．諸外国のアクチュアリー会の刊行物に掲載されている記事の一部について、その概要の

紹介を当会のホームページにおいて行った。 

ハ．平成 20 年 12 月 15 日、英文ホームページを再開した。 

 

(5) ERM に関する国際資格創設への参画 

中長期的な事業戦略の具体的な取組に掲げられている ERM（エンタープライズ・リスクマ

ネジメント）の取り組みの一環として、ERM に関する国際資格創設への参画の意思表示を行

った。また、企画委員会傘下に ERM 資格検討 PT を設置し、日本における ERM に関する資

格制度等の検討に着手した。 

 



 

〔意見表明〕 

(1) 平成 20 年 4 月、財団法人 財務会計基準機構 企業会計基準委員会に対し、企業会計基準公

開草案第２４号「『退職給付に係る会計基準』の一部改正（その３）（案）」に対する意見を

日本年金数理人会と連名で意見を提出した。 

(2) 平成 20 年 4 月、IAA に対し、「保険契約の国際会計基準「IFRS４」に対応した IAA の実

務基準の第 3 回公開草案の一部再公開について」に対する意見を提出した。 

(3) 平成 20 年 5 月、IAA に対し、IAA ﾘｽｸ･ﾏｰｼﾞﾝ・ﾜｰｷﾝｸﾞ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ報告書の再公開草案「保険契

約負債の測定－ｶﾚﾝﾄ･ｴｽﾃｨﾒｲﾄとﾘｽｸ･ﾏｰｼﾞﾝ」に対する意見を提出した。 

(4) 平成 20 年 6 月、金融庁に対し、「金融専門人材について（基本的なコンセプト）」に対する

意見を提出した。 

(5) 平成 20 年 9 月、IASB に対し、討議書「IAS19 被用者給付の改定に関する予備的見解」に

対する意見を日本年金数理人会と連名で提出した。 

(6) 平成 21 年 1 月、IAA リスク・クライシスに関する声明の公表に関して、賛成として IAA

の電子投票を行った。 

 

〔国際関係〕 

(1) 第 37 回東アジア･アクチュアリー講座（ASEA）の実施 

平成 20 年 7 月 28 日から 8 月 8 日までの 12 日間にわたり、東アジアを中心とする 13 地

域から 29 名の参加を得て、保険数理に関する特定のテーマについての講座を実施した。 

 

(2) IAA 活動 

本年度はケベックシティ会議（平成 20 年 6 月 10 日～14 日）、リマソール会議（平成 20

年 11 月 1 日～4 日）に委員を派遣した。 

平成 20 年度末現在の当会の IAA 委員会等の委員は以下のとおりである。また、平成 20

年 5 月より吉田 英幸 君が IACA 議長に、平成 21 年 1 月より日笠 克巳 君が IAA 会長に

就任した。なお、IAA 会長に関する事務を行うために事務局委員会傘下に IAA 対応 WG を

設置した。 

President 日笠 克巳 君 

Accreditation Committee 五十嵐 勉 君 

Advice and Assistance Committee 辻  芳彦 君 

China Subcommittee 辻  芳彦 君 

Audit and Finance Committee 日笠 克巳 君 

Education Committee 村田 富生 君 

Executive Committee 日笠 克巳 君 

 吉田 英幸 君 

Task Force on Mortality 高橋 佳宏 君 

Task Force on Strategic Planning 日笠 克巳 君 

 村田 富生 君 

Enterprise Financial Risk Committee 吉村 雅明 君 

Insurance Accounting Committee 阿比野 裕 君 

 田口  茂 君 

 

 



 

Subcommittee on Actuarial Standards 阿比野 裕 君 

 田口  茂 君 

Insurance Regulation Committee 河野 年洋 君 

Reinsurance Subcommittee 河野 年洋 君 

Solvency Subcommittee  河野 年洋 君 

International Education Program Committee 村田 富生 君 

Member Services Committee 日笠 克巳 君 

 吉田 英幸 君 

Nominations Committee 日笠 克巳 君 

Professionalism Committee 吉村 雅明 君 

Social Security Committee 水上  孝 君 

ASTIN Section 森本 祐司 君 

IAA Health Section 坂本 純一 君 

IAA Life Section 辻  芳彦 君 

IACA Section 吉田 英幸 君 

 

(3) IAA 迅速処理適用案件 

以下の案件について、IAA の迅速処理手続きが適用されたが、当会から反対等の意見は表

明しなかった。 

イ．平成 20 年 5 月、IAIS「監督上の資本目的のための内部モデルの使用に関する基準・指

針（案）」に対する IAA 意見 

ロ．平成 20 年 5 月、IAIS「監督上の資本要件のストラクチャーに関する基準・指針（案）」

に対する IAA 意見 

ハ．平成 20 年 7 月、ヨーロッパにおける先行的な会計活動（PAA in E）討議書「年金の財

務報告」に対する IAA 意見 

ニ．平成 20 年 7 月、国際公共部門会計基準審議会 社会的給付に関する公開草案 34「個人

または世帯への現金移転の開示および社会的給付に関するコンサルテーション・ペーパ

ー：認識と測定の課題」に対する IAA 意見 

ホ．平成 20 年 7 月、ヨーロッパにおける先行的な会計活動（PAA in E）討議書「負債と資

本の区別」に対する IAA 意見 

ヘ．平成 20 年 8 月、IAIS「出再保険の評価に関する基準（案）」に対する IAA 意見 

ト．平成 20 年 8 月、IOPS「年金基金の監督上の評価のガイドライン（案）」に対する IAA

意見 

チ．平成 20 年 8 月、IASB 討議書「資本の特徴を有する金融商品」に対する IAA 意見 

リ．平成 20 年 9 月、IASB「金融商品の報告における複雑性の低減」に対する IAA 意見 

ヌ．平成 20 年 9 月、IASB「IAS19 被用者給付の改定に関する予備的見解」に対する IAA

意見 

ル．平成 20 年 9 月、IASCF 協議文書「定款見直し：公的説明責任および IASB の構成－変

革の提案」に対する IAA 意見 

ヲ．平成 20 年 9 月、IASB「財務報告のための改善された概念フレームワークに関する予備

的見解」に対する IAA 意見 

ワ．平成 20 年 9 月、IASB「財務報告の概念フレームワークの改善」に対する IAA 意見 

 



 

カ．平成 20 年 9 月、FRC（UK）「アクチュアリアルワークのモニタリングと監視に関する

討議書」に対する IAA 意見 

ヨ．平成 20 年 9 月、FRC（UK）「アクチュアリアルな質の促進に関する討議書」に対する

IAA 意見 

タ．平成 20 年 9 月、OECD「年金基金のガバナンスに関する指針（案）」に対する IAA 意

見 

レ．平成 20 年 9 月、IASB 専門家諮問会議報告書案「不活発となった市場における金融商

品の測定と開示」に対する IAA 意見 

ソ．平成 20 年 12 月、IASB 公開草案「金融商品に関する開示の改善」に対する IAA 意見 

ツ．平成 21 年 1 月、IASB 公開草案「債券投資 IFRS7 への修正提案」に対する IAA 意見 

ネ．平成 21 年 3 月、IASCF 理事会「定款の見直し：見直しパート２の論点の特定」に対す

る IAA 意見 

ナ．平成 21 年 3 月、IASB_FCAG「構成者からのインプット要請」に対する IAA 意見 

 

(4) 国際交流関係 

来日した各国アクチュアリーと交流を図ったほか、次のとおり会議等に会員を派遣した

（前述の会議についても再掲）。 

平成 20 年 5 月 4 日～7 日 IAAHS 大会（於：アメリカ ボストン） 

坂本 純一 君 

平成 20 年 5 月 4 日～7 日 PBSS 大会（於：アメリカ ボストン） 

位田 周平 君、片寄 郁夫 君 

平成 20 年 5 月 4 日～7 日 IACA 大会（於：アメリカ ボストン） 

吉田 英幸 君 

平成 20 年 5 月 9 日 中国アクチュアリー会発足式典およびセミナー（於：中国 北京） 

日笠 克巳 君、辻 芳彦 君 

平成 20 年 6 月 10 日～14 日 IAA 会議（於：カナダ ケベックシティ） 

日笠 克巳 君、五十嵐 勉 君、吉田 英幸 君、阿比野 裕 君、 

田口 茂 君、河野 年洋 君、吉村 雅明 君、村田 富生 君、 

高橋 佳宏 君、安中 眞 君、辻 芳彦 君 

平成 20 年 6 月 16 日～18 日 IAA ライフセクション大会 

（於：カナダ ケベックシティ） 

辻 芳彦 君 

平成 20 年 7 月 10 日・11 日 タイ損害保険アクチュアリーセミナー 

（於：タイ バンコク） 

米谷 悟 君 

平成 20 年 7 月 13 日～16 日 ASTIN 大会（於：イギリス マンチェスター） 

森本 祐司 君 

平成 20 年 9 月 26 日 第 15 回 EAAC 準備会議（於：韓国 ソウル） 

土井 和行 君、辻 芳彦 君 

 

 



 

平成 20 年 9 月 30 日～10 月 3 日 AFIR 大会（於：イタリア ローマ） 

中込 信之 君 

IAA 代表として出席 日笠 克巳 君 

平成 20 年 10 月 19 日～22 日 SOA 年次大会（於：アメリカ オーランド） 

野呂 順一 君 

平成 20 年 10 月 23 日・24 日 南アフリカ年次大会（南アフリカ ケープタウン） 

IAA 代表として出席 日笠 克巳 君 

平成 20 年 11 月 1 日～4 日 IAA 会議（於：キプロス リマソル） 

日笠 克巳 君、五十嵐 勉 君、吉田 英幸 君、坂本 純一 君、 

阿比野 裕 君、河野 年洋 君、吉村 雅明 君、村田 富生 君、 

高橋 佳宏 君、安中 眞 君、辻 芳彦 君 

平成 20 年 11 月 16 日～19 日 CAS 年次大会（於：アメリカ シアトル） 

大舘 正明 君 

 

(5) Webinar への参画 

平成 20 年 12 月 11 日に行われた ERM に関する Webinar（Web によるセミナー）の開催

に SOA 等とともに参画した。 

 

〔評議員会〕 

(1) 平成 20 年度評議員会の開催 

平成 21 年 3 月 3 日、経団連会館にて開催した。平成 20 年度の事業概況および平成 21 年

度の事業計画について審議した。 

 

〔産学共同〕 

(1) 京都大学より保険数学の講師派遣の依頼があり、大内 修 君（住友生命）、大嶋 孝造 君（住

友生命）、中山 素生 君（日本生命）、松村 隆巳 君（大同生命）、南 嘉博 君（日本生命）を

派遣した。 

(2) 大阪大学より保険数理の講師派遣の依頼があり、青井 知幸 君（日本生命）、大内 修 君（住

友生命）、松村 隆巳 君（大同生命）を派遣した。 

 

(3) 神戸大学より保険数理の講師派遣の依頼があり、大内 修 君（住友生命）を派遣した。 

 

(4) 平成 20 年 10 月 10 日、経団連会館において、フランス高等科学研究所、日本学術振興会主

催の日仏科学フォーラムが開催され、五十嵐 勉 君（大同生命）が開会の挨拶を行った。 

 

(5) 平成 20 年 11 月 7 日、京都大学大学院理学研究科において、同研究科主催のアクチュアリ

ー会特別講演会が開催され、日笠 克巳 君（三井生命）および野呂 順一 君（日本生命）

が講演を行った。 

 

 



 

〔公益法人制度改革への対応〕 

(1) 新公益法人認定に向けての検討に着手した。 

 

〔表彰関係〕 

(1) 平成 19 年度資格試験成績優秀者の表彰 

イ．理事長特別賞・理事長賞の授与 

 平成 20 年 5 月 29 日に、小川 達也 君（アクサ生命）、門脇 大輔 君（ジブラルタ生命）

に理事長賞を授与した。理事長特別賞は該当がなかった。 

ロ．科目別成績優秀賞の授与 

 同日、次の 16 名を表彰した。 

金森  類 君 （明治安田生命）  数学 

久保 将史 君 （東京海上日動）  数学 

佐々木大輔 君 （個    人）  数学 

塩田 一貴 君 （日 本 生 命 ）  数学 

鈴木 啓介 君 （損保ｼﾞｬﾊﾟﾝ ）  数学 

田内  学 君 （個    人）  数学、会計・経済・投資理論 

武村 昌紀 君 （大 同 生 命 ）  数学 

秋山 佑介 君 （りそな信託 ）  生保数理 

大橋  了 君 （大 同 生 命 ）  生保数理 

奥山 晃平 君 （日 本 生 命 ）  生保数理 

笹瀬 吉隆 君 （損保料率機構）  生保数理 

高村 昌和 君 （全 労 災）  生保数理 

野村 俊一 君 （損保ｼﾞｬﾊﾟﾝ ）  損保数理、年金数理 

永井 克彦 君 （三井住友海上きらめき生命）  年金数理 

日浦 優吾 君 （東京海上日動）  年金数理 

藏城 賢二 君 （あらた監査法人）  会計・経済・投資理論 

 

(2) 優秀論文の表彰 

平成 20 年 11 月 10 日、年次大会において次の IT 関係優秀論文 2 編を、昨年度決定した

優秀論文 4 編とともに表彰した。 

「保険会社と医療情報ｼｽﾃﾑのかかわりの将来像」 IT 研究会第４グループ 

「保険業務ｼｽﾃﾑにおけるﾋﾞｼﾞﾈｽﾙｰﾙｴﾝｼﾞﾝの適用について」 IT 研究会第１グループ 

 

〔広報・出版活動〕 

(1) 広報活動 

イ．広報誌「アクチュアリー」を学生向け冊子「アクチュアリー－その活躍の紹介－」と改

訂した。 

 



 

ロ．「アクチュアリーセミナー」の実施 

主に学生を対象としたセミナーを、平成 20 年 11 月 15 日に東京（日本アクチュアリー

会大会議室）で、11 月 29 日には大阪（住友生命 釣鐘倶楽部）で開催した。各々の参加

者は 63 名および 26 名であった。 

 

(2) 会報等の刊行 

次のとおり会報をはじめ各種の刊行物を発行した。 

イ．会  報 第 61 号 

ロ．会報別冊 第 234 号 平成 19 年度資格試験問題集 

第 235 号 「EU における新たなソルベンシー規則に係る 

定量的影響度調査（QIS3）の概要」および 

「日本における実務的な課題等の研究報告」（中間報告） 

 第 236 号 「保険会社の破綻」 

 第 237 号 「生命保険会社の保険計理人の関与事項に関する研究 

（中間報告）」 

 第 238 号 「第 48 回 IT 研究大会報告」 

ハ．アクチュアリージャーナル 第 66 号～第 68 号 

ニ．アクチュアリージャーナル 特別号「リスクと保険」 

ホ．関西支部研究会記録 第 44 号（ホームページ上に掲載） 

 

〔図書関係〕 

(1) 図書の充実 

引き続き、図書室の図書の充実を図った。平成 20 年度中の図書の増加状況は次のとおり。 

洋書 3 冊    和書 48 冊    計 51 冊 

 

〔関西支部〕 

(1) 支部総会 

 平成 20 年 5 月 23 日、日本生命 本店にて支部総会を開催し、 

第 1 号 平成 19 年度事業概況に関する件 

第 2 号 平成 19 年度決算および平成 20 年度予算（案）承認の件 

第 3 号 平成 20 年度事業計画（案）承認の件 

を諮り、原案どおり承認された。 

 

(2) 関西支部例会の開催        委員長 安達 正俊 君（日本生命） 

平成 20 年 9 月 19 日（於：アプローズタワー） 

「国際会計基準を巡る動向 ～保険の時価評価を中心に～」  

 荻原 邦男 君（ニッセイ基礎研究所） 

平成 20 年 10 月 17 日（於：アプローズタワー） 

「ＥＵおよび欧州諸国の年金政策とわが国企業年金の課題」 

 清水 信広 君（独立行政法人農業者年金基金） 

 



 

 

平成 20 年 12 月 5 日（於：AP 大阪） 

「日本アクチュアリー会の事業戦略とそれを巡る動向について」 

 五十嵐 勉 君（大同生命） 

 辻 芳彦 君 （大同生命） 

平成 21 年 1 月 30 日（於：アプローズタワー） 

「ERM とアクチュアリーの役割」 

 吉村 雅明 君（住友生命） 

 

(3) 関西支部研究会活動 

 次の 5 分科会において研究調査活動を行った。 

保険計理分科会 委員長 泉田 夏樹 君（日本生命） 

年金分科会 委員長 岩本 陽巧 君（りそな信託） 

海外年金研究会 委員長 中山 素生 君（日本生命） 

システム分科会 委員長 田中 清長 君（住友生命） 

アクチュアリーセミナー 委員長 浅野 淳  君（住友生命） 

 

(4) 関西支部アクチュアリー講座の実施 

 関西支部においてアクチュアリー講座を実施した。受講者数および講師は次のとおりであ

った。 

 受講者数  講  師 

生保数理（8～10 月） 19 名 堀井 俊宏 君（大同生命） 

年金数理（8～10 月） 24 名 山本 和彦 君（りそな信託） 

損保数理入門（8～10 月） 23 名 宮武 宏典 君（日本生命） 
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